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知財ガバナンスに関する研究 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 
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知財部門からの情報発信のあり方の研究  
～経営層に効く情報発信とは～  

• 特許等の知財情報は、企業にとって有益にもかかわらず、十分に活
用されているだろうか。特に、経営層による経営戦略や事業戦略策
定のなかで、知財情報が十分活用される例は少ないと思われる。過
去、経営層への情報発信について総論的に提言しているが、その具
体化が難しいとの声を聞く。 

• また、ICT進歩・企業間連携・M&A増加・特許流通の増加など、企
業を取り巻く環境は変化しており、知財情報と一般情報とを駆使し
て、時代に対応した情報発信の具体的なあり方を考える必要がある。 

• 本テーマでは、経営層にどのようなタイミングで、どのような工夫した情
報を提供することが有益なのかについて、情報源となる社内外情報
の入手施策も含め、検討を行う。 
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 テーマの狙いと概要 
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  近年、Ｍ＆Ａやグループ内の組織再編（関係会社含
む）が頻繁に行われていることを踏まえ、限られたリソースで
再編された組織に迅速・効果的に知財ガバナンスを効かせ
る方策について検討・考察を加える。 

 知財ガバナンスを定義し，目的と整備すべき項目を明確
にし，標準的な姿を明らかにした。 

 また，再編された組織の自立度を測りつつ，優先度の指
標を設け，知財ガバナンスの構築手法として４つの事例を
示しつつ提言をまとめた。 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 



 本日の報告内容 

１．知財ガバナンスとは 

２．知財ガバナンスの標準的な姿 

３．知財ガバナンス実現の優先度 

４．具体例（ケース紹介） 

５．提言 
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 知財ガバナンスとは 
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知財面からの企業統治であって、企業が永続的
に存続していくために、あらゆる事業における知財
活動が、法令遵守の原則に基づいて行われるとと
もに、あらゆる知財リスクに的確に対応し、企業
がさらに発展していくことができるような仕組みや仕
掛け、当事者の意識を変革するための取り組み 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

日本取引所グループ 
「上場会社コーポレート・ガバナンス原則」 

内閣府経済社会総合研究所 
「日本のコーポレート・ガバナンス －構造分析の観点から－」 

経済産業省 
「情報セキュリティガバナンス導入ガイダンス」 



 知財ガバナンスのフロー 
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方向付け 
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 知財ガバナンスの目的と基本要素 
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知財ガバナンスの標準的な姿とは 
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目的の実現に向けて、基本要素を満足する形で、 
①方向付け、②モニタリング、③評価し、さらに①方向付けする
サイクルを廻せる状況になっている状態 

①～③それぞれについて、金融庁・企業会計審議会による 
「財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準」
に当てはめて、具体的内容を検討 

①方向付け 

②モニタリング ③評価 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 



知財ガバナンスの標準的な姿とは 
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・最低限守るべき基本ルールの制定（ハード面） 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

①方向付け 



知財ガバナンスの標準的な姿とは 
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・基本ルールの周知、徹底（ソフト面） 

当たり前のようだが，知財ガバナンスでは極めて重要。 
（財務と異なり，事業遂行に必須の業務との認識が低く， 
  法的義務でもないため） 

・知財マネジメント機能が自らの業務として知財業務を 

遂行するための動機付け 

・このための経営層の意思表明 

・知財ガバナンス機能による継続的サポート 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

①方向付け 



知財ガバナンスの標準的な姿とは 
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・知財業務が経営方針と一致しているか 

・重大な知財リスクはないか 

・知財リスクに対応しているか 

・運用ルールが適切か、ルール通りに運用されているか 

・適切な情報が伝達されているか  

・適切な評価指標を用いることが必要 

・運用状況の不備が認められた場合には、 

 原因分析、必要に応じて「①方向付け」の見直しを行う。 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

②モニタリング 

③評価 



知財ガバナンス実現の優先度 
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 知財ガバナンスの対象はすべての関係会社等である。 

経営リスク（知財関連） 知財リスク

他社知財権の侵害

自社知財PPFの構築不備

重要契約の不備・不成立

知財関連法令違反

自社知財のPPF構築不備

自社秘密の漏洩

知財関連法令違反

商標権の被侵害／侵害

自社知財PPFの構築不備

技術のコモディティ化

業界標準の採否

職務発明規程の不備

人材の流出
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事業継続 社会的信用維持 市場シェアー 研究開発力 経費負担 組織秩序

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 しかし、ガバナンス側と被ガバナンス側のリソースに鑑み、ガバナンスを実現す
る優先度の考え方が必要となる。 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

リスク チャンス 



知財ガバナンス実現の優先度 
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＜優先度＞ 
 知財ガバナンス機能と知財
マネジメント機能の限られた
リソースでガバナンスを迅速
に実現するため、その対応順
位を検討するための指標を
いう。 

重要度：高 
自立度：低 
 
優先度：高 

重要度：高 
自立度：高 
 
優先度：中～低 

重要度：低 
自立度：高 
 
優先度：最低 

重要度：低 
自立度：低 
 
優先度：低~中 

＜重要度＝縦軸＞ 
 当該組織の事業規模・特性などに基
づき、知的財産が企業の優位性と成
長を支える経営資源として位置付けら
れている程度。 

＜自立度＝横軸＞ 
 経営リスクに影響する知財リスクに対し、
必要な知財業務の整備の程度。 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 



組織の強化を図る場面 
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③評価 知財業務の自立度を評価する 

知財ガバナンス  
  組織の知財業務の強化 ⇒ 自立度を高める 

①方向付け 知財業務の知財リスクになっている点を明確にする 

②モニタリング 知財リスクが改善しているか 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

③評価 

チャンス 



③評価 不備があれば原因分析、知財方針のズレを確認 

新組織の立ち上げする場面 
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知財ガバナンス  
  体制づくり ⇒ 最低限守るべき基本ルールの制定 
  経営層の考え ⇒ 知財方針の明確化 

①方向付け 知財責任者、ルールを定める 

②モニタリング ルール通りに運用されているか、知財業務の確認 

①方向付け 知財方針の明確化（例.アンゾフ成長マトリックス利用） 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 
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市場浸透 

製品開発 

市場開拓 

多角化 

（アンゾフの成長マトリックス） 

既存 
市場 

①方向付け 



組織の拡大･縮小する場面 
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③評価 知財方針のズレを確認 

知財ガバナンス  
  経営層の考え ⇒ 知財方針の明確化 

②モニタリング 知財業務の確認 

①方向付け 知財方針の明確化（例.アンゾフ成長マトリックス利用） 

市場 

製
品 

新
規 

既
存 

既存 新規 

市場浸透 

製品開発 

市場開拓 

多角化 

（アンゾフの成長マトリックス） 

拡大
 

拡
大 

縮小 
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①方向付け 



M&Aをした組織の場面 
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③評価 知財業務を評価表を用いて整理 

知財ガバナンス  
  旧体制の評価 ⇒ 旧体制の知財業務でＯＫか 

②モニタリング 旧組織の知財業務を確認する 

①方向付け 知財業務の改善 

①方向付け 知財方針の明確化（例.アンゾフ成長マトリックス利用） 

市場 

製
品 

新
規 

既
存 

既存 新規 

市場浸透 

製品開発 

市場開拓 

多角化 

（アンゾフの成長マトリックス） 

多角化型 新製品開発型 

周辺事業統合型 

新市場開拓型 
垂直統合型 

水平統合型 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 

②モニタリング 



知財ガバナンス構築手法 
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知財ガバナンス 組織の 
  強化 

新組織の
立ち上げ 

組織の 
拡大･縮小 

Ｍ＆Ａ 
した組織 

① 方向付け ルールの制定 既存 着手 既存 既存 

ルールの徹底 ↓ 着手 

② モニタリング ↓ ↓ 着手 

③ 評価 着手 ↓ ↓ ↓ 

① 方向付け ↓ ↓ ↓ ↓ 

② モニタリング ↓ ↓ ↓ ↓ 

：    ： ↓ ↓ ↓ ↓ 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 



 提言 
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知財ガバナンスの基盤 

提言1 

知財ガバナンス機能 
の意識 

事業が強くなると 
いう確信 

提言2 

提言3 

ガバナンスはチャンスドリブン 
知財の新たな必須業務 

意識の変革（法的義務でない） 
知財ガバナンスの目的共有 

サポート（自立支援） 
これをルール化 

by 知財部門＋関係会社等（+経営層） 

by 知財部門＋関係会社等 

by 知財部門＋関係会社等（＋経営層） 

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 



 提言 
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◇小委員長 
 倉貫 北斗  ＩＨＩ 
 
◇小委員長補佐 
 小笠原 淳 富士フイルム 

◇委   員（あいうえお順） 

 石川永子  キヤノン 

  佐々木浩  住友理工 

  佐々木善英 住友大阪セメント 

 田井靖人  王子ホールディングス 

  樋口雄亮    日本たばこ産業 

  福井誠司  パスコ 

  村尾 悟     味の素 
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ご清聴ありがとうございました。 
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 内部統制の目的と知財ガバナンスの目的 
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 内部統制の基本要素と知財ガバナンスの基本要素 
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 内部統制の基本要素と知財ガバナンスの基本要素 
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 経営リスクと知財リスクの対応表 
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経営リスク（知財関連） 知財リスク

他社知財権の侵害

自社知財PPFの構築不備

重要契約の不備・不成立

知財関連法令違反

自社知財のPPF構築不備

自社秘密の漏洩

知財関連法令違反

商標権の被侵害／侵害

自社知財PPFの構築不備

技術のコモディティ化

業界標準の採否

職務発明規程の不備

人材の流出

特許出願数の低迷

知財コストの膨張

知財の棚卸

自社秘密の漏洩

重複研究・開発
組織秩序リスク

事業継続リスク

社会的信用維持リスク

市場シェアーリスク

研究開発力リスク

経費負担リスク
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 自立度評価マトリックス 
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